第１学年　道徳学習指導案
	日　時：
	平成24年11月28日(水)

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


1.主題名: 勤労、社会奉仕(4‐(5))　
２．ねらい：働こうとすることの意義について考えを深め、働くことを通して社会に貢献していこうとする心情を養う。
３．資料名：わたしの職業を奪わないで(きみがいちばんひかるとき(光村図書))（p.110～113）
４．学習指導過程　　
	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	働く目的について考える。
	①どうして、私たちは働くのでしょう。
　・生計を成り立たせるため。　・お金がほしい。
　・社会に貢献するため。　・食べるため。

　・生活のため。
	【一斉・発表】

・確認程度
・｢働く｣ことは金銭のためだけでなく、社会とのかかわりがあることを押さえる。

	展開
	資料の前半を読み、なぜ女性が怒ったのか考える。
	②女性職員は、筆者が掃除をしたことを知ってなぜ怒ったのでしょう。
　・自分の仕事を取られたから。

　・自分の方が、よりきれいにできるから。

③怒った女性職員をどう思いますか。

　・大人げない。　・少し変わっている。

　・仕事熱心だなあ。
	【一斉・発表】

・筆者は、親切心からやった事であることを抑える。

・確認程度


	
	資料の後半を読み、日独の職業観のちがいについて考える。
	④日本語とドイツ語の「職業」では、どんな意味の違いがありますか。
　日本語　⇒生計を立てるための仕事。

食べていくだけの営み

ドイツ語⇒使命・天職、崇高な意味もある。

⑤また、ドイツの女性職員にとって清掃という職業は、どのようなものですか。

　・天から与えられた責任ある仕事。
	【一斉・発表】

・確認程度

・日本とドイツの職業に対するとらえ方の違いを抑える。

	
	
	⑥「『働く』ということが、その人にとって『わたしの使命』と感じられるのは、すこぶる(とても)人間的なこと」だと筆者が考えたのは、どんなことからでしょうか。
　・自分の仕事に責任をもつことはとても大事なことだから。

　・お金のために働くより、使命感や誇りを持って働いたほうが幸せだから。

　・自分の仕事に夢中になれることが幸せ。

　・自分が働くことが人の幸せにつながる。
	【グループ・ワークシート】

⇒【一斉・発表】
・自分の職務に全うすることが社会貢献につながり、個人の生きる喜びにつながることに気づかせたい。
・「人間的」に対して、「動物的」(本能だけで動く)と対比させてもよい。

	終末
	将来について考える。
	⑦将来どのような仕事をしたいですか。またそれはどうしてですか。
	【個人・ワークシート】
⇒【一斉・発表】
・具体的な事ではなく、誇りを持って就労したいという意識を高める。


５．準備物：資料、ワークシート、掲示物
６．板書計画






７．今後の改善点

　◎　働く意義をどう考えさせるかがポイント。また、それを進路学習につなげていく。
　◎　終末で心のノートを使うこともできる。
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　　なぜ、人は働く？


　　　・お金をかせぐ　・食べるため


　　　・家族をやしなう　・社会のため





わたしの職業を奪わないで


　　　　　　　　　なぜ？


　　　　　　　　　　自分仕事を取られた。


　　　　　　　　　　自分の方がきれいにできる


　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　大人げない　不思議


　　　　　　　　　　仕事熱心だ





　


























・自分の仕事に責任をもつことはとても大事なこと


　・お金ためより、使命感や誇りを持ってほうが幸せだから


　・自分の仕事に夢中になれることが幸せ


　・自分が働くことが人の幸せにつながる。








